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２
０
１
３
年
11
月
に
公
益
財
団
法
人
の
認
可
を

受
け
、
財
団
法
人
「
日
本
国
際
親
善
厚
生
財
団
」

か
ら
「
茨
城
国
際
親
善
厚
生
財
団
」
に
名
称
を
変

更
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
す
。
１
９
８
２
年
か
ら

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
支
援
。
87
年
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
戦
禍
で
負
傷
し
た
人
々
を
救
援
す
る
活
動

を
開
始
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
難
民
診
療
所
を
27

年
間
に
わ
た
り
運
営
し
ま
し
た
が
、
治
安
の
悪
化

に
よ
り
２
０
１
３
年
に
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
05
年
か
ら
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス

の
国
境
地
帯
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地

域
へ
の
医
療
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
12
年

に
結
城
市
と
メ
ー
サ
イ
市
が
姉
妹
都
市
を
締
結
。

さ
ら
に
15
年
４
月
、
茨
城
県
笠
間
市
と
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
が
「
陶
芸
に
お
け
る
協
力
強
化
の
覚

書
」
に
調
印
す
る
な
ど
、
医
療
分
野
以
外
に
も
、

そ
の
交
流
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
発
展
途
上
国
で
は
ま
だ

ま
だ
医
療
環
境
が
整
わ
な
い
地
域
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
「
地
域
医
療
と
地
球
医
療
に
〝
優
し
さ
〟

と
〝
思
い
や
り
〟
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
草
の
根

の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、
活
動
を
い
っ
そ
う
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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３
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医
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る
こ
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よ
り
、
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に
結
城
市
と
メ
ー
サ
イ
市
が
姉
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都
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を
締
結
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さ
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に
15
年
４
月
、
茨
城
県
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メ
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ァ
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が
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化
の
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書
」
に
調
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す
る
な
ど
、
医
療
分
野
以
外
に
も
、

そ
の
交
流
の
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が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
を
見
せ
て
い
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す
。

東
南
ア
ジ
ア
を
は
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め
発
展
途
上
国
で
は
ま
だ

ま
だ
医
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が
整
わ
な
い
地
域
が
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く
あ
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「
地
域
医
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と
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医
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に
〝
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と
〝
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や
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〟
を
」
を
モ
ッ
ト
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に
、
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交
流
を
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深
め
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活
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い
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も
う
四
半
世
紀
も
前
の
こ
と
に

な
る
が
、
友
人
か
ら
海
外
医
療
協

力
に
取
り
組
ん
で
い
る
医
師
を
紹

介
し
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り
、

関
心
の
あ
る
分
野
だ
っ
た
の
で
快

諾
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
友
人
と

と
も
に
面
談
に
現
れ
た
の
が
多
田

正
毅
医
師
で
あ
っ
た
。

当
時
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
は

じ
め
世
界
の
各
地
で
武
力
紛
争
に

住
民
が
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
発
し
、
そ
の
対
応
が
国
際
的
な

課
題
と
な
っ
て
い
た
。
「
国
境
な

き
医
師
団
」
の
活
動
が
脚
光
を
浴

び
、
日
本
に
も
そ
の
支
部
が
結
成

さ
れ
活
動
を
始
め
て
い
た
。
し
か

し
、
多
田
さ
ん
は
「
自
分
の
考
え

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
事
業
を
進
め

る
た
め
の
法
人
を
作
り
た
い
」
と

い
う
の
が
当
面
の
目
標
で
あ
る
と

語
っ
た
。

当
時
す
で
に
多
田
さ
ん
は
イ
ン

ド
シ
ナ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お

け
る
医
療
援
助
活
動
の
実
践
で
国

内
的
に
も
国
際
的
に
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
活
動
を

確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
の
法

人
（
財
団
）
の
確
保
に
努
力
さ
れ
、

そ
の
後
そ
の
法
人
が
海
外
医
療
協

力
事
業
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
な

法
的
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
私

が
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
法
人
と
い
う
活
動
主
体
を
得

て
、
そ
の
活
動
が
大
き
く
評
価
さ

れ
平
成
14
年
に
は
外
務
大
臣
表
彰
、

平
成
15
年
に
は
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
は
じ
め
数
々
の
栄
誉
を
受
け

て
い
る
。

難
民
救
済
は
人
道
的
動
機
で
始

め
ら
れ
て
も
紛
争
当
事
者
に
評
価

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
支
援
物
資

が
難
民
の
手
に
渡
ら
な
い
こ
と
も

ま
れ
で
な
い
。
「
国
境
な
き
医
師

団
」
を
支
え
る
理
念
と
し
て
「
コ

ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
共
感
共
苦
）
」

と
い
う
用
語
が
あ
る
。
「
共
感
共

苦
」
は
対
等
の
立
場
に
立
っ
た
感

情
だ
。
海
外
医
療
活
動
に
も
グ
ロ
ー

バ
ル
な
も
の
と
ロ
ー
カ
ル
な
も
の

が
あ
る
。
平
成
16
年
頃
か
ら
多
田

さ
ん
は
ロ
ー
カ
ル
な
医
療
協
力
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
タ

イ
北
部
の
メ
ー
サ
イ
市
と
の
関
係

で
あ
る
。
特
定
の
地
域
の
医
療
水

準
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
は
意
義

深
い
こ
と
で
あ
る
。
多
田
さ
ん
の

取
り
組
み
で
評
価
さ
れ
る
ベ
き
は
、

単
に
日
本
人
が
現
地
に
乗
り
込
ん

で
直
接
医
療
に
携
わ
る
の
で
は
な

く
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
地
域
の

医
療
水
準
の
向
上
を
目
指
し
て
、

医
療
従
事
者
の
全
般
的
な
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。

今
回
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に

伴
い
、
長
年
海
外
医
療
協
力
事
業

の
推
進
母
体
と
な
っ
て
き
た
財
団

は
茨
城
県
の
法
人
と
な
り
、
事
業

内
容
も
そ
れ
に
即
し
た
内
容
に
改

正
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
評
価
さ
れ

て
き
た
海
外
医
療
協
力
事
業
と
ど

う
整
合
性
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

特
に
こ
れ
か
ら
多
田
さ
ん
の
「
共

感
共
苦
」
の
ア
ン
テ
ナ
が
作
動
し

た
時
ど
う
行
動
す
る
の
か
、
見
守
っ

て
い
き
た
い
。

末
次

彬

(

厚
生
省
出
身
。
元
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
理
事
長
）
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思
い
出
す
ま
ま
に

思
い
出
す
ま
ま
に

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人

「
茨
城
国
際
親
善
厚
生
財
団

（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
」
の
機
関
誌

「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
が
創
刊
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
、
１
９
８
２

年
の
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
に
お
け
る
難
民

の
医
療
救
済
活
動
を
皮
切
り

に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の

無
償
医
療
活
動
、
タ
イ
王
国

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国

と

の

国

境

地

帯

に

あ

る

「

黄

金

の

三

角

地
帯
」
で
の
医
療
支
援
、
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
が
行
っ

て
い
る
麻
薬
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
協
力
な
ど
、
医
療

を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
分

野
で
国
際
社
会
に
貢
献
さ
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
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と
い
た
し
ま
し
て
は
、
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続
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様
と
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携
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際
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・
協
力
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充
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に
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て
ま
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。
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葉
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。

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人

「
茨
城
国
際
親
善
厚
生
財
団

（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
」
の
機
関
誌

「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
が
創
刊
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
、
１
９
８
２

年
の
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
に
お
け
る
難
民

の
医
療
救
済
活
動
を
皮
切
り

に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の

無
償
医
療
活
動
、
タ
イ
王
国

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国

と

の

国

境

地

帯

に

あ

る

「

黄

金

の

三

角

地
帯
」
で
の
医
療
支
援
、
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
が
行
っ

て
い
る
麻
薬
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
協
力
な
ど
、
医
療

を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
分

野
で
国
際
社
会
に
貢
献
さ
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
関
係
者
の
皆
様
と

連
携
し
、
国
際
交
流
・
協
力

の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
度

の
機
関
誌
の
創
刊
を
契
機
に
、

国
際
親
善
活
動
に
な
お
一
層

の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
貴
財
団
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

機
関
誌
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
の
創
刊
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
一
人
の
市
民
と

し
て
、
ま
た
、
地
元
選

出
の
県
議
会
議
員
と
し

て
、
公
益
財
団
法
人

「
茨
城
国
際
親
善
厚
生

財
団
（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
」

の
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
深
く
共
感

し
、
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
す
。

イ
ン
ド
シ
ナ
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
地

域
で
の
医
療
救
援
活
動

に
端
を
発
す
る
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
の
活
動
は
、
タ
イ
王

国
の
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ

ン
財
団
と
の
連
携
に
よ

る
救
急
医
療
改
善
や
麻

薬
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
協
力
な
ど
、
医
療

を
中
心
に
し
た
ヒ
ト
・

モ
ノ
の
交
流
を
深
化
さ

せ
、
近
年
は
陶
芸
の
技

術
交
流
を
仲
立
ち
す
る

文
化
交
流
な
ど
に
も
広

が
り
を
見
せ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
、
世

界
に
開
か
れ
た
い
ば
ら

き
づ
く
り
を
推
進
す
る

う
え
で
、
大
変
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

機
関
誌
に
よ
り
、
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｆ
の
取
り
組
み
が
広

く
認
知
さ
れ
ま
す
と
と

も
に
、
さ
ら
に
発
展
さ

れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
。

機
関
誌
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
の
創
刊
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
一
人
の
市
民
と

し
て
、
ま
た
、
地
元
選

出
の
県
議
会
議
員
と
し

て
、
公
益
財
団
法
人

「
茨
城
国
際
親
善
厚
生

財
団
（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
」

の
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
深
く
共
感

し
、
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
す
。

イ
ン
ド
シ
ナ
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
地

域
で
の
医
療
救
援
活
動

に
端
を
発
す
る
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
の
活
動
は
、
タ
イ
王

国
の
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ

ン
財
団
と
の
連
携
に
よ

る
救
急
医
療
改
善
や
麻

薬
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
協
力
な
ど
、
医
療

を
中
心
に
し
た
ヒ
ト
・

モ
ノ
の
交
流
を
深
化
さ

せ
、
近
年
は
陶
芸
の
技

術
交
流
を
仲
立
ち
す
る

文
化
交
流
な
ど
に
も
広

が
り
を
見
せ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
、
世

界
に
開
か
れ
た
い
ば
ら

き
づ
く
り
を
推
進
す
る

う
え
で
、
大
変
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

機
関
誌
に
よ
り
、
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｆ
の
取
り
組
み
が
広

く
認
知
さ
れ
ま
す
と
と

も
に
、
さ
ら
に
発
展
さ

れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
。

創
刊
に
寄
せ
て

創
刊
に
寄
せ
て

Ｉ

Ｉ

Ｆ

Ｆ

に

期

待

Ｉ

Ｉ

Ｆ

Ｆ

に

期

待

茨
城
県
議
会
議
員

臼
井
平
八
郎

茨
城
県
議
会
議
員

臼
井
平
八
郎

茨
城
県
知
事

橋
本
昌

茨
城
県
知
事

橋
本
昌
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２
０
１
３
年
７
月
26
日

多
田
正
毅
殿

財
団
法
人

日
本
国
際
親
善

厚
生
財
団
理
事
長

公
共
衛
生
省
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
が
経
済
相
に
登
録
さ
れ
て

い
た
こ
と
（
05
年
11
月
28
日

付
）
及
び
、
11
年
４
月
21
日

か
ら
13
年
６
月
30
日
の
間
、

公
共
衛
生
省
と
の
間
で
協
定

書
を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
を

証
明
し
ま
す
。

公
共
衛
生
省
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
保

健
部
門
に
お
い
て
供
与
し
て

く
れ
た
協
力
に
つ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
政
府

公
共
衛
生
省

国
際
関
係
部

ア
フ
マ
ド
・
ジ
ャ
ワ
ド
・
ア

ス
マ
ニ
国
際
関
係
部
長

２
０
１
３
年
７
月
26
日

多
田
正
毅
殿

財
団
法
人

日
本
国
際
親
善

厚
生
財
団
理
事
長

公
共
衛
生
省
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
が
経
済
相
に
登
録
さ
れ
て

い
た
こ
と
（
05
年
11
月
28
日

付
）
及
び
、
11
年
４
月
21
日

か
ら
13
年
６
月
30
日
の
間
、

公
共
衛
生
省
と
の
間
で
協
定

書
を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
を

証
明
し
ま
す
。

公
共
衛
生
省
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
保

健
部
門
に
お
い
て
供
与
し
て

く
れ
た
協
力
に
つ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
政
府

公
共
衛
生
省

国
際
関
係
部

ア
フ
マ
ド
・
ジ
ャ
ワ
ド
・
ア

ス
マ
ニ
国
際
関
係
部
長

感
謝
状

財
団
法
人

日
本
国
際
親
善
厚
生
財
団
殿

経
済
相
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
た
め
に
長

期
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
人

道
的
活
動
に
謝
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
理
事
長

で
あ
る
多
田
正
毅
先
生
の
ご
努

力
、
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

多
田
先
生
の
今
後
の
一
層
の

ご
成
功
と
、
困
難
に
苦
し
む
人
々

へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

２
０
１
３
年
６
月
20
日

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ
ム

共
和
国

経
済
省
経
済
大
臣

感
謝
状

財
団
法
人

日
本
国
際
親
善
厚
生
財
団
殿

経
済
相
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
た
め
に
長

期
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
人

道
的
活
動
に
謝
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
理
事
長

で
あ
る
多
田
正
毅
先
生
の
ご
努

力
、
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

多
田
先
生
の
今
後
の
一
層
の

ご
成
功
と
、
困
難
に
苦
し
む
人
々

へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

２
０
１
３
年
６
月
20
日

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ
ム

共
和
国

経
済
省
経
済
大
臣

1987年から行ってきたアフガニスタン難民の医療支援活動は、

現地での治安が悪化し2013年に27年間にわたって運営してきたア

フガニスタンの難民診療所をすべて現地のスタッフに委ねました。

その功績に対し、アフガニスタンから感謝状が贈られました。

1987年から行ってきたアフガニスタン難民の医療支援活動は、

現地での治安が悪化し2013年に27年間にわたって運営してきたア

フガニスタンの難民診療所をすべて現地のスタッフに委ねました。

その功績に対し、アフガニスタンから感謝状が贈られました。

写
真
で
見
る

国
際
医
療
支
援

写
真
で
見
る

国
際
医
療
支
援

アフガニスタン難民の子
供を治療するスタッフ
アフガニスタン難民の子
供を治療するスタッフ

治療のため来日したアフガ
ン難民のサラムジャン君
治療のため来日したアフガ
ン難民のサラムジャン君

2009年に姉妹病院を締結したメーサイ病院のスラ・
クンコンカーバン院長（右）
2009年に姉妹病院を締結したメーサイ病院のスラ・
クンコンカーバン院長（右）

食べ物を求めるアフガン難民
の母子たち
食べ物を求めるアフガン難民
の母子たち

アフリカ・エチオピアの飢餓難民に対する巡回
医療支援
アフリカ・エチオピアの飢餓難民に対する巡回
医療支援

アフガニスタンの難民診療所のオープン
を祝う相馬廣明名誉院長（中央）
アフガニスタンの難民診療所のオープン
を祝う相馬廣明名誉院長（中央）

タイに贈った日本の消防車両タイに贈った日本の消防車両
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The Mae Fah Luang Foundation(MFLF) under Royal Patronage was established in 1972 by the initiative of Her Royal
Highness the Princess Mother,the late mother of the present King.The mission of the MFLF is to address the issues
of health,poverty and education.In 1988,MFLF started the Doi Tung Development Project(DTDP),a sustainable altern

ative livelihood development in Chiang Rai province,at the heart of the Golden Triangle,the area known for the bi
ggest opium and heroine production.The people living on the mountains on Doi Tung were hill tribe and immigrants
of various ethnic groups from south of China and Myanmar.Before the Project started,the only income for these peo
ple were from opium and selling the daughters into sex industry.
When the Project began,the people were given alternative livelihood options and they earned steady income enough
to get them out of survival stage.The opium growers became forestry workers,gardeners,coffee and macadamia farmer
s and later they learned post harvesting and processing the farm produces.The women with their traditional skills
of weaving and embroidering are taught new techniques and produced handmade products for homeward and ready to w

ear.Later,the products entered into domestic market became social enterprises under the brand "DOITUNG".
This way,the Project was able to alleviate the opium production through offering legitimate livelihood to the peo
ple. Now the residents of Doi Tung are self reliant and independent,they can get rid of debts,have some saving an
d are able to plan their future and that of their children.
DTDP cannot have done all this without good partners.IIFF or JIFF in the past was introduced to us by Mr Yoshida,
a Vice President of Mitsui Thailand.We found that Dr Masaki Tada the President of JIFF shared the same philosophy
as the MFLF especially in the issue of sustainable health care.In 2004 with MFLF as the coordinator,the Project

Greater Mekong Sub-region Medical Training started with the goal to improve the quality for nurses and hospitals
in the Mekong Sub Region countries.JIFF then partnered with the Mae Sai Hospital,a hospital at the Thai-Myanmar b
order that treat the Thai as well as the Myanmar across the border and set up a joint Medical Training Centre at
the hospital.With the CT scan and ultra sound equipment donated by JIFF and the training from the doctors and tec
hnicians from Josai Hospital,12 groups of 107 of the doctors and nurses from the hospitals along the border in La
os,Myanmar and Vietnam were trained during the period of 3 years.Upon their return,they are able to improve the q
uality of the hospitals and their skills.Furthermore,JIFF has donated other second hand medical equipment i.e.ele
ctric beds, ambulances which MFLF has distributed to hospitals in Chiang Rai and at the borders of the Mekong Sub
region countries.
Furthermore,JIFF has also donated 20 second hand small fire engines to be reused in the forest areas on the mount
ain of Doi Tung and the vicinity.Every year,forest fire caused a lot of damage to the forests and sometimes the v
illages.These fire engines help to control the fire while waiting for the fire fighters team.The fire engines fro
m JIFF had once helped to control the fire which almost reached the Royal Villa of HRH the Princess Mother.Today,
JIFF is recognized for the assistance contributed to the Chiang Rai Province which leads to the Agreement of Sist
er Cities of Mae Sai and Yuki Shi.
Dr Tada also supported the social enterprise of DTDP and introduced the DoiTung coffee to the Ibaraki residents.I
n 2012,he opened the first Cafe DoiTung at the Josai Hospital.This year,the second Cafe DoiTung will be opened in
Yuki in November.

All of this could not have happened,if it had not been for Dr Tada,the true leader and the man of action.Dr Tada
and I share the same principle of "share and care".We both believe in making lives better for everyone and to hel
p make this world a better place where people can find happiness in life.That is why I always consider him "my br
other" and our friendship has become stronger with the collaboration in the work we both believe in.We both will
definitely continue our work together whenever and wherever in the future.
Mom Rajawongse Disnadda Diskul
Chairman Mae Fah Luang Foundation under Royal Patronage

The Mae Fah Luang Foundation(MFLF) under Royal Patronage was established in 1972 by the initiative of Her Royal
Highness the Princess Mother,the late mother of the present King.The mission of the MFLF is to address the issues
of health,poverty and education.In 1988,MFLF started the Doi Tung Development Project(DTDP),a sustainable altern

ative livelihood development in Chiang Rai province,at the heart of the Golden Triangle,the area known for the bi
ggest opium and heroine production.The people living on the mountains on Doi Tung were hill tribe and immigrants
of various ethnic groups from south of China and Myanmar.Before the Project started,the only income for these peo
ple were from opium and selling the daughters into sex industry.
When the Project began,the people were given alternative livelihood options and they earned steady income enough
to get them out of survival stage.The opium growers became forestry workers,gardeners,coffee and macadamia farmer
s and later they learned post harvesting and processing the farm produces.The women with their traditional skills
of weaving and embroidering are taught new techniques and produced handmade products for homeward and ready to w

ear.Later,the products entered into domestic market became social enterprises under the brand "DOITUNG".
This way,the Project was able to alleviate the opium production through offering legitimate livelihood to the peo
ple. Now the residents of Doi Tung are self reliant and independent,they can get rid of debts,have some saving an
d are able to plan their future and that of their children.
DTDP cannot have done all this without good partners.IIFF or JIFF in the past was introduced to us by Mr Yoshida,
a Vice President of Mitsui Thailand.We found that Dr Masaki Tada the President of JIFF shared the same philosophy
as the MFLF especially in the issue of sustainable health care.In 2004 with MFLF as the coordinator,the Project

Greater Mekong Sub-region Medical Training started with the goal to improve the quality for nurses and hospitals
in the Mekong Sub Region countries.JIFF then partnered with the Mae Sai Hospital,a hospital at the Thai-Myanmar b
order that treat the Thai as well as the Myanmar across the border and set up a joint Medical Training Centre at
the hospital.With the CT scan and ultra sound equipment donated by JIFF and the training from the doctors and tec
hnicians from Josai Hospital,12 groups of 107 of the doctors and nurses from the hospitals along the border in La
os,Myanmar and Vietnam were trained during the period of 3 years.Upon their return,they are able to improve the q
uality of the hospitals and their skills.Furthermore,JIFF has donated other second hand medical equipment i.e.ele
ctric beds, ambulances which MFLF has distributed to hospitals in Chiang Rai and at the borders of the Mekong Sub
region countries.
Furthermore,JIFF has also donated 20 second hand small fire engines to be reused in the forest areas on the mount
ain of Doi Tung and the vicinity.Every year,forest fire caused a lot of damage to the forests and sometimes the v
illages.These fire engines help to control the fire while waiting for the fire fighters team.The fire engines fro
m JIFF had once helped to control the fire which almost reached the Royal Villa of HRH the Princess Mother.Today,
JIFF is recognized for the assistance contributed to the Chiang Rai Province which leads to the Agreement of Sist
er Cities of Mae Sai and Yuki Shi.
Dr Tada also supported the social enterprise of DTDP and introduced the DoiTung coffee to the Ibaraki residents.I
n 2012,he opened the first Cafe DoiTung at the Josai Hospital.This year,the second Cafe DoiTung will be opened in
Yuki in November.

All of this could not have happened,if it had not been for Dr Tada,the true leader and the man of action.Dr Tada
and I share the same principle of "share and care".We both believe in making lives better for everyone and to hel
p make this world a better place where people can find happiness in life.That is why I always consider him "my br
other" and our friendship has become stronger with the collaboration in the work we both believe in.We both will
definitely continue our work together whenever and wherever in the future.
Mom Rajawongse Disnadda Diskul
Chairman Mae Fah Luang Foundation under Royal Patronage

ディスナダ・ディスクル殿下からのメッセージディスナダ・ディスクル殿下からのメッセージ

タ
イ
国
王
室
関
連
の
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
は
、
１
９

７
２
年
に
現
国
王
の
御
母
堂
で
あ
る
王
太
后
様
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
は
、
健
康
、
教
育

の
向
上
と
貧
困
の
撲
滅
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
財
団

は
88
年
に
阿
片
と
ヘ
ロ
イ
ン
の
最
大
産
地
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
中
心
部
の
タ
イ
国
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
で
、
新
た

な
産
業
を
立
ち
上
げ
生
活
向
上
を
目
指
す
「
ド
イ
ト
ン
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
山
岳
地
帯
の
ド
イ
ト

ン
住
民
は
、
中
国
南
部
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
流
入
し
た
多
種

多
様
な
民
族
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
、
住
民
の
唯
一
の

収
入
源
は
麻
薬
の
密
売
と
人
身
売
買
で
し
た
。

ド
イ
ト
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
住
民
は
「
生
き
て
い

る
だ
け
」
と
い
う
生
活
か
ら
脱
す
る
安
定
し
た
収
入
を
得
ま

し
た
。
麻
薬
を
栽
培
す
る
人
た
ち
は
、
森
林
産
業
や
造
園
業
、

コ
ー
ヒ
ー
や
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
の
栽
培
に
従
事
し
、
後
に

農
産
物
を
加
工
す
る
技
能
も
学
び
ま
し
た
。
伝
統
的
な
織
物

や
刺
繍
を
織
る
女
性
た
ち
は
、
新
た
に
民
族
的
な
衣
類
や
民

芸
品
を
織
る
技
法
を
学
び
ま
し
た
。
彼
ら
が
作
っ
た
製
品
は
、

「
ド
イ
ト
ン
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
タ
イ
の
国
内
市
場
に
出

し
、
１
つ
の
企
業
体
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

麻
薬
生
産
を
減
少
さ
せ
、
合
法
的
な
生
活
を
住
民
に
与
え
ま

し
た
。
今
、
ド
イ
ト
ン
住
民
は
、
自
主
独
立
し
た
生
活
で
負

債
を
解
消
し
貯
蓄
を
持
ち
、
将
来
設
計
が
で
き
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
を
収
め
る
た
め
に
は
、
良
い

パ
ー
ト
ナ
ー
が
不
可
欠
で
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
（
現
在
の
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｆ
）
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
タ
イ
三
井
物
産
の
副
社

長
、
吉
田
氏
で
し
た
。
私
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
理
事
長
で
あ
る

多
田
正
毅
先
生
が
、
特
に
医
療
支
援
の
分
野
に
お
い
て
、
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
と
全
く
同
じ
理
念
を
持
っ
て
い
る
と
す

ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
２
０
０
４
年
、
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
を
通
し
メ
コ
ン
河
流
域
諸
国
の
医
療
と
看
護
水

準
の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
大
メ
コ
ン
流
域
地
区
医
療
研
修

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
そ
の
後
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
、
タ
イ
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
に
位
置
す
る
メ
ー
サ
イ
市
で
、
国
境
を
越

え
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
治
療
も
行
う
メ
ー
サ
イ
病
院
と
協
定

を
結
び
、
「
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
CT
ス
キ
ャ
ン
や
超
音
波
機
器

を
寄
贈
、
城
西
病
院
か
ら
医
師
や
技
師
を
派
遣
し
、
３
年
間

で
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
研
修
生
12
グ
ル
ー

プ
１
０
２
人
（
医
師
や
看
護
師
）
を
教
育
。
研
修
生
は
そ
の

タ
イ
国
王
室
関
連
の
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
は
、
１
９

７
２
年
に
現
国
王
の
御
母
堂
で
あ
る
王
太
后
様
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
は
、
健
康
、
教
育

の
向
上
と
貧
困
の
撲
滅
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
財
団

は
88
年
に
阿
片
と
ヘ
ロ
イ
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最
大
産
地
、
ゴ
ー
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デ
ン
ト
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ア
ン
グ
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タ
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国
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ェ
ン
ラ
イ
県
で
、
新
た

な
産
業
を
立
ち
上
げ
生
活
向
上
を
目
指
す
「
ド
イ
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ア
ジ
ア
の
地
域
づ
く
り
や
継
続
的
な
発
展
に

貢
献
し
た
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
日
経
ア
ジ

ア
賞
」
の
第
19
回
受
賞
者
に
、
タ
イ
の
「
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
の
３
つ
の
国

に
ま
た
が
る
麻
薬
生
産
地
と
な
っ
て
い
た
ゴ
ー

ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地
帯
を
開

発
し
、
少
数
民
族
の
自
立
を
通
し
て

麻
薬
撲
滅
や
経
済
的
自
立
を
確
立
し

よ
う
と
し
た
長
年
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
５
月

21
日
に
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
授
賞

式
が
開
か
れ
、
長
年
の
功
績
を
た
た

え
ら
れ
ま
し
た
。
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ク
ン
チ
ャ
イ
殿
下
は
２
０
１

４
年
４
月
７
日
、
前
場
文
夫
市

長
や
臼
井
平
八
郎
県
議
と
水
戸

市
の
茨
城
県
庁
を
訪
れ
、
橋
本

昌
県
知
事
と
懇
談
し
ま
し
た
。

橋
本
知
事
か
ら
、
茨
城
の
見

ど
こ
ろ
や
名
産
な
ど
を
紹

介
さ
れ
、
「
日
本
は
桜
も

咲
き
、
い
い
季
節
を
迎
え

ま
し
た
」
と
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
殿
下
は
「
タ
イ

か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
か
け

メ
コ
ン
川
流
域
諸
国
の
た

め
に
活
動
し
て
い
る
。
茨

城
で
介
護
や
先
進
の
農
業

を
学
び
、
タ
イ
で
使
え
る

よ
う
に
調
整
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
タ

イ
と
茨
城
の
交
流
に
つ
い
て
「
タ
イ
の
観

光
客
は
す
ぐ
東
京
に
行
く
。
茨
城
に
と
ど

め
る
た
め
、
茨
城
の
魅
力
を
広
く
知
ら
せ

て
ほ
し
い
」
と
も
要
望
し
ま
し
た
。
そ
し

て
「
次
回
は
も
っ
と
大
規
模
な
派
遣
団
を

送
り
た
い
」
と
、
タ
イ
と
茨
城
と
の
交
流

に
意
欲
を
見

せ
て
い
ま
し

た
。
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ン
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東
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に
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ど
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め
、
茨
城
の
魅
力
を
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ほ
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「
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回
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と
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後
、
自
国
の
医
療
機
関
の
技
能
水
準
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
は
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ

ン
財
団
に
中
古
の
医
療
ベ
ッ
ド
や
救
急
車
な

ど
を
寄
贈
。
財
団
は
、
そ
れ
ら
を
チ
ェ
ン
ラ

イ
の
み
な
ら
ず
、
メ
コ
ン
河
流
域
諸
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
か
ら
20
台
の
小
型
消
防
車

の
寄
贈
を
受
け
、
こ
れ
ら
は
ド
イ
ト
ン
や
周

辺
の
森
林
地
帯
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
毎
年

発
生
す
る
森
林
火
災
は
、
森
林
や
村
落
に
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
消
防
車
は
、
地
元
の
消
防
隊
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
火
災
を
抑
え
る
の
に

極
め
て
重
要
で
す
。
森
林
火
災
が
、
王
母
様

の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
に
迫
っ
た
時
に
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
か
ら
の
消
防
車
の
お
か
げ
で
延

焼
を
逃
れ
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
ラ
イ
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
貢

献
は
、
そ
の
後
、
メ
ー
サ
イ
市
と
結
城
市

の
姉
妹
都
市
締
結
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

多
田
先
生
の
支
援
は
、
ド
イ
ト
ン
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
社
会
的
側
面
に
も
及
び
、
12

年
に
城
西
病
院
内
に
「
ド
イ
ト
ン
・
カ
フ
ェ

１
号
店
」
を
オ
ー
プ
ン
、
ド
イ
ト
ン
の
コ
ー

ヒ
ー
を
茨
城
に
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
11
月

に
は
、
「
ド
イ
ト
ン
・
カ
フ
ェ
２
号
店
」
が

結
城
市
内
に
開
店
し
ま
す
。

真
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
「
行
動
の
人
」
で

あ
る
多
田
先
生
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
事

業
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
田
先
生

と
私
は
「
分
か
ち
合
い
と
愛
情
」
と
い
う
、

全
く
同
じ
理
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

２
人
は
、
他
人
の
人
生
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
こ
と
と
、
こ
の
世
界
を
人
生
に
幸
せ
を

見
つ
け
ら
れ
る
場
所
に
し
た
い
、
と
い
う
願

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
多

田
先
生
を
「
兄
弟
」
だ
と

思
っ
て
い
る
し
、
一
緒
に

お
互
い
信
じ
る
仕
事
を
す

る
度
に
、
友
情
が
一
層
強

固
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も

永
遠
に
、
ど
こ
で
も
、
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
き
ま

す
。

デ
ィ
ス
ナ
ダ
・
デ
ィ
ス
ク

ル
殿
下
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し
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。
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に
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Ｆ
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、
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財
団
に
中
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の
医
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ッ
ド
や
救
急
車
な

ど
を
寄
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。
財
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は
、
そ
れ
ら
を
チ
ェ
ン
ラ

イ
の
み
な
ら
ず
、
メ
コ
ン
河
流
域
諸
国
に
配

布
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
か
ら
20
台
の
小
型
消
防
車

の
寄
贈
を
受
け
、
こ
れ
ら
は
ド
イ
ト
ン
や
周

辺
の
森
林
地
帯
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
毎
年

発
生
す
る
森
林
火
災
は
、
森
林
や
村
落
に
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
消
防
車
は
、
地
元
の
消
防
隊
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
火
災
を
抑
え
る
の
に

極
め
て
重
要
で
す
。
森
林
火
災
が
、
王
母
様

の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
に
迫
っ
た
時
に
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
か
ら
の
消
防
車
の
お
か
げ
で
延

焼
を
逃
れ
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
ラ
イ
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
貢

献
は
、
そ
の
後
、
メ
ー
サ
イ
市
と
結
城
市

の
姉
妹
都
市
締
結
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

多
田
先
生
の
支
援
は
、
ド
イ
ト
ン
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
社
会
的
側
面
に
も
及
び
、
12

年
に
城
西
病
院
内
に
「
ド
イ
ト
ン
・
カ
フ
ェ

１
号
店
」
を
オ
ー
プ
ン
、
ド
イ
ト
ン
の
コ
ー

ヒ
ー
を
茨
城
に
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
11
月

に
は
、
「
ド
イ
ト
ン
・
カ
フ
ェ
２
号
店
」
が

結
城
市
内
に
開
店
し
ま
す
。

真
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
「
行
動
の
人
」
で

あ
る
多
田
先
生
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
事

業
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
田
先
生

と
私
は
「
分
か
ち
合
い
と
愛
情
」
と
い
う
、

全
く
同
じ
理
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

２
人
は
、
他
人
の
人
生
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
こ
と
と
、
こ
の
世
界
を
人
生
に
幸
せ
を

見
つ
け
ら
れ
る
場
所
に
し
た
い
、
と
い
う
願

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
多

田
先
生
を
「
兄
弟
」
だ
と

思
っ
て
い
る
し
、
一
緒
に

お
互
い
信
じ
る
仕
事
を
す

る
度
に
、
友
情
が
一
層
強

固
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も

永
遠
に
、
ど
こ
で
も
、
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
き
ま

す
。

デ
ィ
ス
ナ
ダ
・
デ
ィ
ス
ク

ル
殿
下

タ
イ
国
王
室
関
連
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
会
長

タ
イ
東
北
部
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
地
域
で
麻
薬
撲
滅
に
取
り
組
む
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
の
会
長
、
デ
ィ
ス
ナ
ダ
・
デ
ィ
ス

ク
ル
殿
下
（
愛
称
ク
ン
チ
ャ
イ
殿
下
）
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

タ
イ
東
北
部
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
地
域
で
麻
薬
撲
滅
に
取
り
組
む
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
の
会
長
、
デ
ィ
ス
ナ
ダ
・
デ
ィ
ス

ク
ル
殿
下
（
愛
称
ク
ン
チ
ャ
イ
殿
下
）
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

クンチャイ殿下クンチャイ殿下
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IIFF 33年の歩みIIFF 33年の歩み
1982年11月 日本青年会議所関東地区協議会、JVC（日本国際ボランティ

アセンター）と連携し、インドシナ三国の難民医療救援活動にあたる。

1984年11月 アフリカ・エチオピア飢餓難民への医療活動を行う。

1987年12月 IOM（国際移住機構）との連携でアフガニスタン戦争の負

傷者医療救援活動を実施。

1989年2月 WACIID（免疫学と感染症に関する学術会議）の開催。1995

年まで7回開催する。

1989年4月 アフガニスタン難民患者の日本での受け入れ治療を始める。

サラムジャン君（9歳）が１番目の患者として来日。その後５年間にわ

たり、56名のアフガン戦傷患者を受け入れ治療をする。

1991年8月 アフガン難民居住区のパキスタン、ペシャワール市にリハ

ビリテーションを目的とした無料診療所（JIFF.PTセンター、後のJIFF

メディカルセンター）を開設。

1997年7月 国際医療協力に携わるGO（政府機関）、NGO（非政府機関）

の医療関係者が集う第12回日本国際保健医療学会を主催。

2002年7月 外務大臣表彰を受ける。

2002年9月 パキスタン政府の要請でペシャワール市のJIFFメディカル

センターを閉鎖。新たに、アフガニスタン・カブールにおいて『母と子

のための診療所：JIFFメディカルセンター』を開設。

2003年3月 厚生労働大臣表彰を受ける。

2003年10月 アフガニスタン・カブールより小児科医師２名を医療技術

研修のため、受け入れる。

2005年2月 タイ、ミャンマー、ラオスの国境地帯、〝ゴールデントラ

イアングル〟への医療支援を開始。タイ王室のメーファールワン財団の

協力で日本の中古医療機器９コンテナを寄贈。

2005年4月 タイ、バンコク市の介護学校と連携し、介護士（12名）の

医療視察の受け入れを実施する。

2006年2月 外務省・日本NGO支援無償資金『メーファールワン財団に対

する中古消防車、救急車供与計画』の支援を受け、中古消防車２台、中

古救急車１台を寄贈する。 『GMS（大メコン流域地区）でのマラリア、

結核、エイズ対策プロジェクト』の支援を受ける。GMSメディカルトレー

ニングセンターの医療支援事業が本格化。

2006年7月 JICAの『青年招聘事業第５陣タイ保健医療』のグループ21
へい

名を受け入れる。

2007年11月 JICAの『青年研修事業インド保健医療（母子保健）』によ

り21名を受け入れる。

2008年5月 GMSメディカルトレーニングセンターへの派遣元である、ラ

オスの病院へ中古医療機器を寄贈する。

2008年7月 外務省・日本NGO連携無償資金協力『メーファールワン財団

向け中古消防車供与計画』の支援を受け、中古消防車２台、中古救急車

１台を寄贈する。

2009年2月 JICAの『青年研修事業カンボジア保健医療』により20名を

つくば市国際交流協会の要請のもと、研修受け入れをする。

2009年3月 国際ボランティア貯金に係る寄附金『ミャンマーからの流

入者及び山岳民族に対する巡回医療、妊婦検診、ワクチン接種、医療技

術指導の実施』の配分決定。

2009年9月 タイ北部地域に救急車４台、消防車７台を寄贈する。

2010年3月 外務省・日本NGO連携無償資金協力『メーサイ病院向け中古

医療器械供与計画』の支援を受け、中古医療機器を寄贈。中古救急車２

台をタイ北部地域のチェンライ県に寄贈する。

1982年11月 日本青年会議所関東地区協議会、JVC（日本国際ボランティ

アセンター）と連携し、インドシナ三国の難民医療救援活動にあたる。

1984年11月 アフリカ・エチオピア飢餓難民への医療活動を行う。

1987年12月 IOM（国際移住機構）との連携でアフガニスタン戦争の負

傷者医療救援活動を実施。

1989年2月 WACIID（免疫学と感染症に関する学術会議）の開催。1995

年まで7回開催する。

1989年4月 アフガニスタン難民患者の日本での受け入れ治療を始める。

サラムジャン君（9歳）が１番目の患者として来日。その後５年間にわ

たり、56名のアフガン戦傷患者を受け入れ治療をする。

1991年8月 アフガン難民居住区のパキスタン、ペシャワール市にリハ

ビリテーションを目的とした無料診療所（JIFF.PTセンター、後のJIFF

メディカルセンター）を開設。

1997年7月 国際医療協力に携わるGO（政府機関）、NGO（非政府機関）

の医療関係者が集う第12回日本国際保健医療学会を主催。

2002年7月 外務大臣表彰を受ける。

2002年9月 パキスタン政府の要請でペシャワール市のJIFFメディカル

センターを閉鎖。新たに、アフガニスタン・カブールにおいて『母と子

のための診療所：JIFFメディカルセンター』を開設。

2003年3月 厚生労働大臣表彰を受ける。

2003年10月 アフガニスタン・カブールより小児科医師２名を医療技術

研修のため、受け入れる。

2005年2月 タイ、ミャンマー、ラオスの国境地帯、〝ゴールデントラ

イアングル〟への医療支援を開始。タイ王室のメーファールワン財団の

協力で日本の中古医療機器９コンテナを寄贈。

2005年4月 タイ、バンコク市の介護学校と連携し、介護士（12名）の

医療視察の受け入れを実施する。

2006年2月 外務省・日本NGO支援無償資金『メーファールワン財団に対

する中古消防車、救急車供与計画』の支援を受け、中古消防車２台、中

古救急車１台を寄贈する。 『GMS（大メコン流域地区）でのマラリア、

結核、エイズ対策プロジェクト』の支援を受ける。GMSメディカルトレー

ニングセンターの医療支援事業が本格化。

2006年7月 JICAの『青年招聘事業第５陣タイ保健医療』のグループ21
へい

名を受け入れる。

2007年11月 JICAの『青年研修事業インド保健医療（母子保健）』によ

り21名を受け入れる。

2008年5月 GMSメディカルトレーニングセンターへの派遣元である、ラ

オスの病院へ中古医療機器を寄贈する。

2008年7月 外務省・日本NGO連携無償資金協力『メーファールワン財団

向け中古消防車供与計画』の支援を受け、中古消防車２台、中古救急車

１台を寄贈する。

2009年2月 JICAの『青年研修事業カンボジア保健医療』により20名を

つくば市国際交流協会の要請のもと、研修受け入れをする。

2009年3月 国際ボランティア貯金に係る寄附金『ミャンマーからの流

入者及び山岳民族に対する巡回医療、妊婦検診、ワクチン接種、医療技

術指導の実施』の配分決定。

2009年9月 タイ北部地域に救急車４台、消防車７台を寄贈する。

2010年3月 外務省・日本NGO連携無償資金協力『メーサイ病院向け中古

医療器械供与計画』の支援を受け、中古医療機器を寄贈。中古救急車２

台をタイ北部地域のチェンライ県に寄贈する。

インドシナ三国の難民医療救援活動が、国際医療支援活動

のスタートになった

インドシナ三国の難民医療救援活動が、国際医療支援活動

のスタートになった

2005年5月、アフガニスタンの首都カブール市内にある
「JIFFメディカルセンター“ 母と子のための診療所 ”」
の新診療所を開設

2005年5月、アフガニスタンの首都カブール市内にある
「JIFFメディカルセンター“ 母と子のための診療所 ”」
の新診療所を開設

アフガニスタン難民患者を日本で治療。５年間にわたり、56

名のアフガン戦傷患者を受け入れた

アフガニスタン難民患者を日本で治療。５年間にわたり、56

名のアフガン戦傷患者を受け入れた

アフガンの「母の子のための診療所」で診察を待つ人
たち
アフガンの「母の子のための診療所」で診察を待つ人
たち
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2010年4月 友好病院の締結をしているメーサイ病院より、６名の病院

職員が視察のため１カ月間来日。以後、毎年数名を受け入れる。

2010年9月 タイ北部地域の中核病院であるメーサイ病院にCTスキャナー

を贈呈する。日本からもJIFFスタッフ及び城西病院スタッフ18名が、贈

呈式に出席（第１回視察研修旅行）。アフガニスタン・カブールのJIFF

メディカルセンター(無料診療所)より、理学療法士ナビ氏が城西病院の

視察のために来日。

2010年10月 NPO法人「エチオピアの未来の子供たち」に救急車1台を贈

呈。この救急車は、エチオピアの僻地医療地域において患者さんの送迎

に使われる。

2011年3月 東日本大震災への義援金募金活動を開始。タイのメーファー

ルワン財団から日本語研修員（Ms.WONGPRASIT WICHUDAKON）を招待する。

2011年4月 東日本大震災義援金(129万円)を茨城新聞文化福祉事業団に

寄託する。

2011年7月 タイ北部地域の救急医療改善の為、メーファールワン財団

に救急車２台を贈呈する(合計：中古救急車11台、中古消防車13台)。

2011年12月 メーファールワン財団クンチャイ殿下ご夫妻、国立メーサ

イ病院スラ院長ご夫妻が来日。今後の支援活動について会議開催。

2012年4月 タイ北部地域への第３回視察研修旅行を開催。日本からJIF

Fスタッフ及び城西病院スタッフ25名参加。

2012年7月 タイの麻薬撲滅プロジェクトの一環で、ドイトンコーヒー

ショップが城西病院内にオープンする。

2012年8月 ミャンマーの医療情勢の視察を行う。

2012年9月 獨協医科大学医学部公衆衛生学実習「国際保健」で、10名

の医学生研修。

2012年11月 国際医療小児センター開設。タイ北部地域への第４回視察

研修旅行を開催。 結城市・メーサイ市姉妹都市調印式典に参列。

2013年3月 ミャンマー、タウンジー市の元病院長を日本の医療事情視

察のため招待する。

2013年4月 結城市とメーサイ市の姉妹都市交流事業の一環として、メー

サイ高校の生徒２名と教員３名を結城市に招待。以後、毎年４月に生徒

と教員を招待する。

2013年6月 タイ国メーサイ市メーサイ市役所内に「すばる日本語学校」

開校。メーサイ高校に「日本学習センター」が開設される。

2013年7月 結城市とメーサイ市の姉妹都市交流事業の一環として、メー

サイ市職員のジャンホム・ソンクムさんが結城市臨時研修員として着任

する（2014年3月まで）。

2013年8月 姉妹都市交流事業の一環として、結城第一高校の生徒２名

と教師２名が、メーサイ高校に行き、現地の生徒らと交流する。

2013年11月 財団法人「日本国際親善厚生財団」から公益財団法人「茨

城国際親善厚生財団」に移行する。メーファールワン財団に、中古消防

車7台と中古救急車4台を寄贈（合計：救急車15台、消防車20台）。

2013年12月 メーファールワン財団に、中古超音波カラー画像診断装置

２台を寄贈。

2014年1月 メーサイ病院の「新外来及び救急棟落成式典」に城西病院、

筑西会、財団の職員ら総勢約40名で参加。

2014年2月 将来の日・タイの農業関連での交流促進のため、メーファー

ルワン財団が行なう、タイ国ウドンタニ県、サコン・ナコン県、カラシ

ン県での農業関係事業を視察する。

2014年2月 茨城空港とミャンマーを結ぶ直行チャーター便を利用し、

約80名を引率してミャンマーを視察する。

2015年4月 IIFFの仲立ちで笠間市とメーファールワン財団が陶

芸の協力で覚書を調印。

2010年4月 友好病院の締結をしているメーサイ病院より、６名の病院

職員が視察のため１カ月間来日。以後、毎年数名を受け入れる。

2010年9月 タイ北部地域の中核病院であるメーサイ病院にCTスキャナー

を贈呈する。日本からもJIFFスタッフ及び城西病院スタッフ18名が、贈

呈式に出席（第１回視察研修旅行）。アフガニスタン・カブールのJIFF

メディカルセンター(無料診療所)より、理学療法士ナビ氏が城西病院の

視察のために来日。

2010年10月 NPO法人「エチオピアの未来の子供たち」に救急車1台を贈

呈。この救急車は、エチオピアの僻地医療地域において患者さんの送迎

に使われる。

2011年3月 東日本大震災への義援金募金活動を開始。タイのメーファー

ルワン財団から日本語研修員（Ms.WONGPRASIT WICHUDAKON）を招待する。

2011年4月 東日本大震災義援金(129万円)を茨城新聞文化福祉事業団に
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Ｆ
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。
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理
事
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Ｉ
Ｆ
Ｆ
顧
問

金
子
節
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
在
職
し
て
い
た
時
、
開
発
途

上
国
支
援
の
た
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
は
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め
、

ア
フ
リ
カ
の
奥
地
か
ら
太
平
洋
の
小
さ
な
島

国
ま
で
、
70
カ
国
を
超
え
る
国
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を
訪
問
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ど
こ
に
行
っ
て

も
同
じ
よ
う
に
、
人
々
の
平
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な
暮
ら
し
が

あ
る
が
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
過
酷
な
現

実
に
も
遭
遇
し
ま
す
。
治
安
や
衛
生
状
態
が

劣
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な
途
上
国
の
現
場
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る

日
本
人
に
出
会
う
と
、
同
胞
と
し
て
誇
ら
し

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
勇
気
や
元
気
が
出
る

活
力
源
を
与
え
て
も
ら
え
る
の
が
喜
び
に
な

り
ま
す
。

カ
ン
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ア
や
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
難
民
医

療
救
援
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
長
年
、
多
岐

に
わ
た
る
国
際
医
療
支
援
活
動
に
献
身
さ
れ

て
き
た
多
田
理
事
長
も
そ
の
一
人
で
す
。
理

事
長
の
深
い
洞
察
力
と
果
敢
な
行
動
力
に
は
、

敬
服
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
特
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
、
厳
し
い
環
境
の
下
、
幾
多

の
困
難
と
闘
い
な
が
ら
活
動
さ
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
が
、
い
つ
も
の
笑
顔
で
平
然
と

対
応
さ
れ
る
姿
勢
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

グ
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ル
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が
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み
、
一
国
の
安
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と
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は
他
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の
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な
く
し
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達
成

不
可
能
で
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、
異
文
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を
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進
し
世

界
に
友
を
つ
く
る
こ
と
は
何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
。
そ
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意
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も
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が
取
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で
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る
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の
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際
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流
は
大
変
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の
あ
る
活
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で
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、
今
後
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々
重
要
に
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っ
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い
く
も
の
と
思
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る
と
こ
ろ
、
微
力
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が
ら
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に
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と
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い
ま
す
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草
の
根
国
際
交
流
は
大
変
価
値

の
あ
る
活
動
で
あ
り
、
今
後
益
々
重
要
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
微
力
な

が
ら
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

元
茨
城
県
出
納
長

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
顧
問

石
川
哲
夫

こ
の
度
顧
問
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
石
川

と
申
し
ま
す
。
退
職
を
機
に
約
50
年
振
り
に

生
家
で
あ
る
結
城
市
に
転
居
し
５
年
に
な
り

ま
し
た
。
県
庁
在
職
中
か
ら
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
存

在
は
知
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
直
詳
し
く

は
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
４
月
多

田
理
事
長
か
ら
お
誘
い
を
受
け
、
タ
イ
の
メ
ー

サ
イ
市
や
ド
イ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
視

察
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の

活
動
を
知
る
事
が
で
き
、
大
き
な
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
を
含
め
て
自
己
保
身

や
利
潤
追
及
に
走
り
が
ち
な
現
代
社
会
に
あ
っ

て
、
タ
イ
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
医

療
支
援
、
国
際
交
流
等
に
私
財
を
投
げ
打
ち

活
動
す
る
多
田
理
事
長
、
そ
し
て
そ
れ
を
支

え
る
ス
タ
ッ
フ
の
姿
に
接
し
た
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
、

地
元
の
人
た
ち
と
心
の
こ
も
っ
た
交
流
を
続

け
、
故
郷
結
城
の
発
展
を
誰
よ
り
も
願
っ
て

い
る
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。

顧
問
就
任
に
あ
た
っ
て
皆
様
の
ご
指
導
を

頂
き
な
が
ら
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
発
展
に
微
力
を
尽

く
す
所
存
で
御
座
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
こ
も
っ
た
国
際
交
流

心
こ
も
っ
た
国
際
交
流

価
値
あ
る
草
の
根
国
際
交
流

価
値
あ
る
草
の
根
国
際
交
流

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
事
業
活

動
は
、
医
療
だ
け
に
限

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

面
に
活
動
の
輪
を
広
げ

て
き
ま
し
た
。
１
０
１

２
年
に
は
結
城
市
と
メ
ー

サ
イ
市
が
姉
妹
都
市
を

締
結
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル

ワ
ン
財
団
は
笠
間
市
と

陶
芸
で
覚
書
を
締
結
す

る
な
ど
、
地
域
を
つ
な

げ
、
文
化
に
も
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
事
業
活

動
は
、
医
療
だ
け
に
限

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

面
に
活
動
の
輪
を
広
げ

て
き
ま
し
た
。
１
０
１

２
年
に
は
結
城
市
と
メ
ー

サ
イ
市
が
姉
妹
都
市
を

締
結
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル

ワ
ン
財
団
は
笠
間
市
と

陶
芸
で
覚
書
を
締
結
す

る
な
ど
、
地
域
を
つ
な

げ
、
文
化
に
も
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。



県
西
地
域
の
商
工
会
議

所
女
性
会
が
主
催
す
る

「
県
西
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

議
所
女
性
会
講
演
会
」
が

２
０
１
４
年
11
月
に
結
城

市
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

「
ア
ク
ロ
ス
」
で
開
か
れ
、

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
発
足
か
ら
現

在
に
至
る
歩
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

講
師
に
は
鈴
木
茂
事
務

局
長
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
医
師
で
日
本
国
籍
を
取

得
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
ア
マ

デ
ィ
ア
ー
ル
・
ア
ッ
ク
バ
ー

ル
さ
ん
が
講
師
に
な
っ
て

「
私
た
ち
に
で
き
る
国
際

協
力
～
海
を
越
え
た
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
城
西
病
院
開

院
の
翌
年
、
１
９
８
２
年

に
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
支
援

の
医
療
支
援
活
動
に
端
を

発
し
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
支

援
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ラ
オ
ス
に
ま
た
が
る
麻
薬

地
帯
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地
帯
」
の

医
療
支
援
活
動
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
「
日
常

的
な
視
点
の
中
で
、
私
た

ち
の
や
る
べ
き
役
割
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

結
城
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
た
タ
イ
の

メ
ー
サ
イ
市
は
、
職
員
の
ジ
ャ
ン
ホ
ム
・
ソ

ン
ク
ム
さ
ん
こ
と
ホ
ン
さ
ん
を
結
城
市
に
派

遣
。
約
１
年
間
の
研
修
を
経
て
、
２
０
１
４

年
４
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

ホ
ン
さ
ん
は
、
看
護
師
を
経
て
メ
ー
サ
イ

市
職
員
と
し
て
公
衆
衛
生
や
環
境
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
来
日
し
て
か
ら
は
、

全
国
の
自
治
体
な
ど
を
視
察
し
た
の
ち
、
結

城
市
役
所
で
人
事
や
農
政
、
企
画
な
ど
の
部

署
に
配
属
さ
れ
、
研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
環
境
問
題
に
関
心
を
深
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
や
焼
却
所
の
熱
を
利

用
し
た
温
水
プ
ー
ル
な
ど
に
強
い
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

「
ご
み
の
処
理
を
個
人
的
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
結
城
市
と
の
姉
妹
都
市

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
も
果
た
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
西
地
域
の
商
工
会
議

所
女
性
会
が
主
催
す
る

「
県
西
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

議
所
女
性
会
講
演
会
」
が

２
０
１
４
年
11
月
に
結
城

市
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

「
ア
ク
ロ
ス
」
で
開
か
れ
、

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
発
足
か
ら
現

在
に
至
る
歩
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

講
師
に
は
鈴
木
茂
事
務

局
長
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
医
師
で
日
本
国
籍
を
取

得
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
ア
マ

デ
ィ
ア
ー
ル
・
ア
ッ
ク
バ
ー

ル
さ
ん
が
講
師
に
な
っ
て

「
私
た
ち
に
で
き
る
国
際

協
力
～
海
を
越
え
た
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
城
西
病
院
開

院
の
翌
年
、
１
９
８
２
年

に
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
支
援

の
医
療
支
援
活
動
に
端
を

発
し
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
支

援
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ラ
オ
ス
に
ま
た
が
る
麻
薬

地
帯
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地
帯
」
の

医
療
支
援
活
動
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
「
日
常

的
な
視
点
の
中
で
、
私
た

ち
の
や
る
べ
き
役
割
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

結
城
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
た
タ
イ
の

メ
ー
サ
イ
市
は
、
職
員
の
ジ
ャ
ン
ホ
ム
・
ソ

ン
ク
ム
さ
ん
こ
と
ホ
ン
さ
ん
を
結
城
市
に
派

遣
。
約
１
年
間
の
研
修
を
経
て
、
２
０
１
４

年
４
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

ホ
ン
さ
ん
は
、
看
護
師
を
経
て
メ
ー
サ
イ

市
職
員
と
し
て
公
衆
衛
生
や
環
境
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
来
日
し
て
か
ら
は
、

全
国
の
自
治
体
な
ど
を
視
察
し
た
の
ち
、
結

城
市
役
所
で
人
事
や
農
政
、
企
画
な
ど
の
部

署
に
配
属
さ
れ
、
研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
環
境
問
題
に
関
心
を
深
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
や
焼
却
所
の
熱
を
利

用
し
た
温
水
プ
ー
ル
な
ど
に
強
い
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

「
ご
み
の
処
理
を
個
人
的
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
結
城
市
と
の
姉
妹
都
市

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
も
果
た
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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元
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
総
領
事
で
、
当
時
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
デ
ン
パ
サ
ー

ル
総
領
事
を
務
め
た
柴
田
和
夫
氏
が
２
０
１
４
年
５
月
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
を
訪

れ
、
多
田
正
毅
理
事
長
、
結
城
市
の
前
場
文
夫
市
長
ら
と
対
談
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
進
め
る
医
療
支
援
や
国
際
交
流
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
多
田

正
毅
理
事
長
と
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
柴
田
氏
は
「
基
本
は
人
と
人
の

交
流
。
国
際
的
な
姉
妹
都
市
を
結
ぶ

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
調
印
が
終
わ
れ

ば
そ
の
ま
ま
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

民
間
で
交
流
を
深
め
た
い
」
と
地
に

根
を
張
る
交
流
を
示
唆
し
ま
し
た
。

元
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
総
領
事
で
、
当
時
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
デ
ン
パ
サ
ー

ル
総
領
事
を
務
め
た
柴
田
和
夫
氏
が
２
０
１
４
年
５
月
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
を
訪

れ
、
多
田
正
毅
理
事
長
、
結
城
市
の
前
場
文
夫
市
長
ら
と
対
談
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
が
進
め
る
医
療
支
援
や
国
際
交
流
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
多
田

正
毅
理
事
長
と
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
柴
田
氏
は
「
基
本
は
人
と
人
の

交
流
。
国
際
的
な
姉
妹
都
市
を
結
ぶ

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
調
印
が
終
わ
れ

ば
そ
の
ま
ま
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

民
間
で
交
流
を
深
め
た
い
」
と
地
に

根
を
張
る
交
流
を
示
唆
し
ま
し
た
。

姉妹都市提携で結城市に派遣
タイ・メーサイ市職員

姉妹都市提携で結城市に派遣
タイ・メーサイ市職員

ジ
ャ
ン
ホ
ム
・
ソ
ン
ク
ム
さ
ん

ジ
ャ
ン
ホ
ム
・
ソ
ン
ク
ム
さ
ん

IIFFinformationIIFFinformation



-10--10-

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
、

青
少
年
交
流
事
業
と

し
て
タ
イ
の
高
校
生
、

医
療
視
察
の
た
め
に

メ
ー
サ
イ
市
の
医
療

従
事
者
を
結
城
市
に

招
き
、
約
１
カ
月
に

わ
た
っ
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
２
０

１
４
年
４
月
か
ら
15

年
４
月
に
か
け
て
日

本
に
訪
れ
た
人
た
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
、

青
少
年
交
流
事
業
と

し
て
タ
イ
の
高
校
生
、

医
療
視
察
の
た
め
に

メ
ー
サ
イ
市
の
医
療

従
事
者
を
結
城
市
に

招
き
、
約
１
カ
月
に

わ
た
っ
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
２
０

１
４
年
４
月
か
ら
15

年
４
月
に
か
け
て
日

本
に
訪
れ
た
人
た
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

メーサイ高校２年のパンヌポン・タヂュク君（左）

とチラッティカン・ケウタさん。14年４月来日、約

１カ月間結城一高で学び、日本の高校生活を体験

メーサイ高校２年のパンヌポン・タヂュク君（左）

とチラッティカン・ケウタさん。14年４月来日、約

１カ月間結城一高で学び、日本の高校生活を体験

メーサイ高校のウサマ・チトナリンさん、パヤオピタヤコム

高校のササトーン・インラオさん、メーサイ高校のパリニャ・

ケウサク君、パヤオピタヤコム高校のチェサダ・マトング君

で、高校２年生。15年４月に来日。パヤオピタヤコム校から

の受け入れは初めてで、結城一高と結城二高で日本の生徒た

ちと一緒に学びました

メーサイ高校のウサマ・チトナリンさん、パヤオピタヤコム

高校のササトーン・インラオさん、メーサイ高校のパリニャ・

ケウサク君、パヤオピタヤコム高校のチェサダ・マトング君

で、高校２年生。15年４月に来日。パヤオピタヤコム校から

の受け入れは初めてで、結城一高と結城二高で日本の生徒た

ちと一緒に学びました

メーサイ病院の薬剤師、タワチャイ・ユコンさん（通称ハ

ル）と看護師のナパト・サタポンパタラポンさん（通称ソ

イ）＝左から。14年７月に来日

メーサイ病院の薬剤師、タワチャイ・ユコンさん（通称ハ

ル）と看護師のナパト・サタポンパタラポンさん（通称ソ

イ）＝左から。14年７月に来日

メーサイ病院の看護師、ソムスリ・サンプラバナントさん（通

称マウス）とジーラポン・バンスクさん（通称ニュー）＝左か

ら。14年11月に来日

メーサイ病院の看護師、ソムスリ・サンプラバナントさん（通

称マウス）とジーラポン・バンスクさん（通称ニュー）＝左か

ら。14年11月に来日

メーサイ病院の看護師、ナアワデー・カンカイさん（通称チェ

リー）とチャトカモル・タマカットさん（通称トゥ）＝左か

ら。15年３月に来日

メーサイ病院の看護師、ナアワデー・カンカイさん（通称チェ

リー）とチャトカモル・タマカットさん（通称トゥ）＝左か

ら。15年３月に来日

中国・西安から来た大学生。

15年２月に来日し、約１カ月

間、結城二高で高校生活を体

験。着物の着付けなどで日本

文化も学んだ

中国・西安から来た大学生。

15年２月に来日し、約１カ月

間、結城二高で高校生活を体

験。着物の着付けなどで日本

文化も学んだ
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タ
イ
の
メ
ー
サ
イ
市
に
宇

都
宮
消
防
本
部
で
活
躍
し
た

は
し
ご
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
は
し
ご
車
は
シ
グ
マ
式

と
呼
ば
れ
る
Ｚ
形
に
折
り
た

た
む
タ
イ
プ
の
は
し
ご
車
で
、

電
柱
な
ど
の
込
み
入
っ
た
場

所
で
使
う
の
に
一
番
適
し
た

は
し
ご
車
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
６
月
に
宇
都

宮
消
防
本
部
か
ら
約
20
年
間

活
躍
し
た
車
両
を
譲
り
受
け
、

メ
ー
サ
イ
市
の
災
害
防
止
・

減
災
部
長
の
ボ
ル
ン
チ
ャ
イ
・

プ
ラ
デ
ィ
カ
イ
さ
ん
と
救
助

担
当
の
ピ
ヤ
・
カ
ン
タ
ム
ン

さ
ん
の
２
人
を
日
本
に
招
き
、

は
し
ご
車
操
作
の
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

２
人
は
14
年
８
月
に
来
日
し
、
約
１
カ
月

間
、
日
本
に
滞
在
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
は

し
ご
車
の
操
作
訓
練
を
す
る
一
方
で
、
筑
西

広
域
消
防
本
部
結
城
消
防
署

の
ご
厚
意
で
、
日
本
の

消
防
訓
練
も
体
験
し

ま
し
た
。

結
城
消
防
署

で
の
訓
練
は
、

救
助
機

器
の

操
作
な
ど
に

加
え
、
レ
ス

キ
ュ
ー
の
基

本
と
な
る
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
や

人
形
を

使
っ

た
模
擬
救
助
訓

練
、
煙
が
充
満

す
る
部
屋
で
の
放

水
技
術
な
ど
を
身

を
持
っ
て
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

２
人
は
日
本
の
消
防
技
術
を
真
剣
に
学
ぶ

一
方
で
、
は
し
ご
車
の
訓
練
も
時
間
を
忘
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
「
メ
ー
サ
イ
市

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
と
国
境
で
接
し
て

い
ま
す
。
今
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
で
の
人
の
行
き
来
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
は
し

ご
車
は
隣
国
の
災
害
で
も
出

動
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

は
し
ご
車
は
14
年
10
月
末

に
日
本
を
出
国
。
11
月
中
旬

に
タ
イ
に
到
着
し
ま
し
た
。

15
年
４
月
に
は
、
城
西
病

院
の
関
係
者
が
タ
イ
に
赴

き
、
ク
ン
チ
ャ
イ
殿
下
も

参
列
し
、
は
し
ご
車
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

15
年
６
月
に
メ
ー

サ
イ
市
の
繁

華
街
で
ビ
ル

火
災
が
発
生
。

は
し
ご
車
が

出
動
し
て
消

火
活
動
を
行

い
、
被
害
を

最
小
限
に
く

い
止
め
る
こ

と
が
で
き
た

と
、
メ
ー
サ

イ
市
の
サ
ラ

イ
ヨ
ン
・
ス
リ
サ

ム
ー
ト
市
長
か
ら
感

謝
状
が
届
き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
15
年
８

月
に
、
２
台
目
と
な
る
シ

グ
マ
式
の
は
し
ご
車
を
贈

り
ま
し
た
。

タ
イ
の
メ
ー
サ
イ
市
に
宇

都
宮
消
防
本
部
で
活
躍
し
た

は
し
ご
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
は
し
ご
車
は
シ
グ
マ
式

と
呼
ば
れ
る
Ｚ
形
に
折
り
た

た
む
タ
イ
プ
の
は
し
ご
車
で
、

電
柱
な
ど
の
込
み
入
っ
た
場

所
で
使
う
の
に
一
番
適
し
た

は
し
ご
車
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
６
月
に
宇
都

宮
消
防
本
部
か
ら
約
20
年
間

活
躍
し
た
車
両
を
譲
り
受
け
、

メ
ー
サ
イ
市
の
災
害
防
止
・

減
災
部
長
の
ボ
ル
ン
チ
ャ
イ
・

プ
ラ
デ
ィ
カ
イ
さ
ん
と
救
助

担
当
の
ピ
ヤ
・
カ
ン
タ
ム
ン

さ
ん
の
２
人
を
日
本
に
招
き
、

は
し
ご
車
操
作
の
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

２
人
は
14
年
８
月
に
来
日
し
、
約
１
カ
月

間
、
日
本
に
滞
在
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
は

し
ご
車
の
操
作
訓
練
を
す
る
一
方
で
、
筑
西

広
域
消
防
本
部
結
城
消
防
署

の
ご
厚
意
で
、
日
本
の

消
防
訓
練
も
体
験
し

ま
し
た
。

結
城
消
防
署

で
の
訓
練
は
、

救
助
機

器
の

操
作
な
ど
に

加
え
、
レ
ス

キ
ュ
ー
の
基

本
と
な
る
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
や

人
形
を

使
っ

た
模
擬
救
助
訓

練
、
煙
が
充
満

す
る
部
屋
で
の
放

水
技
術
な
ど
を
身

を
持
っ
て
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

２
人
は
日
本
の
消
防
技
術
を
真
剣
に
学
ぶ

一
方
で
、
は
し
ご
車
の
訓
練
も
時
間
を
忘
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
「
メ
ー
サ
イ
市

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
と
国
境
で
接
し
て

い
ま
す
。
今
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
で
の
人
の
行
き
来
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
は
し

ご
車
は
隣
国
の
災
害
で
も
出

動
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

は
し
ご
車
は
14
年
10
月
末

に
日
本
を
出
国
。
11
月
中
旬

に
タ
イ
に
到
着
し
ま
し
た
。

15
年
４
月
に
は
、
城
西
病

院
の
関
係
者
が
タ
イ
に
赴

き
、
ク
ン
チ
ャ
イ
殿
下
も

参
列
し
、
は
し
ご
車
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

15
年
６
月
に
メ
ー

サ
イ
市
の
繁

華
街
で
ビ
ル

火
災
が
発
生
。

は
し
ご
車
が

出
動
し
て
消

火
活
動
を
行

い
、
被
害
を

最
小
限
に
く

い
止
め
る
こ

と
が
で
き
た

と
、
メ
ー
サ

イ
市
の
サ
ラ

イ
ヨ
ン
・
ス
リ
サ

ム
ー
ト
市
長
か
ら
感

謝
状
が
届
き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
15
年
８

月
に
、
２
台
目
と
な
る
シ

グ
マ
式
の
は
し
ご
車
を
贈

り
ま
し
た
。
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タ
イ
の
教
育
省
高
等
教
育
局
か

ら
教
育
関
係
者
や
高
校
教
諭
の
８

人
が
来
日
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
２
月
18
、
19
日
に
茨
城
県
を
訪

れ
、
２
日
間
に
わ
た
り
茨
城
県
の

教
育
現
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

日
本
と
タ
イ
の
教
育
交
流
は
、

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
協
力
で
タ
イ
・
メ
ー

サ
イ
高
校
と
結
城
一
高
の
生
徒
を

交
互
に
派
遣
し
、
タ
イ
の
生
徒
は

約
１
カ
月
間
、
日
本
の
高
校
生
活

を
体
験
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
生
徒
と
教
諭
の
相
互
派

遣
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
タ

イ
の
教
育
省
が
茨
城
県
の
教
育
に

深
い
関
心
を
示
し
、
実
際
に
教
育

現
場
な
ど
を
視
察
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

教
育
現
場
は
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り

組
み
で
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
つ
く
ば
市

立
春
日
学
園
と
、
中
高
一
貫
教
育
で
国
際
教

育
や
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
で
全
国
的
に
高
い
評

価
を
受
け
る
茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校

を
視
察
。
こ
の
ほ
か
、
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
最
先
端
科
学
を
対
象
と
し
て
い
る
研

究
機
関
も
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
、
視
察
団
長
の
ワ
ラ
ー
ポ
ン
・

プ
ッ
ク
パ
ン
ヤ
ー
ク
ン
人
材
育
成
部
長
は

「
教
師
、
生
徒
、
家
庭
、
地
域
の
す
べ
て
の

人
が
教
育
で
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
て

い
る
。
学
校
の
教
育
理
念
に
感
銘
を
受
け
た
。

実
際
の
教
育
現
場
を
視
察
で
き
、
と
て
も
有

意
義
だ
っ
た
。
も
っ
と
両
国
の
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

結
城
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
タ
イ
・
メ
ー

サ
イ
市
は
２
０
１
４
年
10
月
、
農
業
で
活
躍

す
る
２
人
を
結
城
市
に
派
遣
し
、
農
業
関
連

の
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
２
人
は
、

農
家
を
訪
問
し
て
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
ナ
シ
、

白
菜
な
ど
多
彩
な
農
家
を
視
察
。
農

産
物
直
売
所
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

２
人
は
土
づ
く
り
や
ご
み
分
別
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
感
心
、

「
タ
イ
に
戻
り
視
察
の
成
果
を
生
か

し
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
年

10
月
18
日
に
結

城
市
新
福
寺
の

け
や
き
公
園
で
開
か
れ
た
「
ふ
れ
あ

い
福
祉
の
つ
ど
い
」
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

が
海
外
に
寄
贈
す
る
救
急
車
を
展
示
。

救
急
車
は
、
か
つ
て
現
役
と
し
て
急

病
人
や
け
が
人
を
載
せ
て
搬
送
し
た

車
両
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
寄
贈
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
に
は
多
く

の

子

供

た

ち

が

乗

り

込

み

、

楽

し

ん

で

い

ま

し

た
。

タ
イ
の
教
育
省
高
等
教
育
局
か

ら
教
育
関
係
者
や
高
校
教
諭
の
８

人
が
来
日
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
２
月
18
、
19
日
に
茨
城
県
を
訪

れ
、
２
日
間
に
わ
た
り
茨
城
県
の

教
育
現
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

日
本
と
タ
イ
の
教
育
交
流
は
、

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
協
力
で
タ
イ
・
メ
ー

サ
イ
高
校
と
結
城
一
高
の
生
徒
を

交
互
に
派
遣
し
、
タ
イ
の
生
徒
は

約
１
カ
月
間
、
日
本
の
高
校
生
活

を
体
験
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
生
徒
と
教
諭
の
相
互
派

遣
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
タ

イ
の
教
育
省
が
茨
城
県
の
教
育
に

深
い
関
心
を
示
し
、
実
際
に
教
育

現
場
な
ど
を
視
察
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

教
育
現
場
は
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り

組
み
で
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
つ
く
ば
市

立
春
日
学
園
と
、
中
高
一
貫
教
育
で
国
際
教

育
や
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
で
全
国
的
に
高
い
評

価
を
受
け
る
茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校

を
視
察
。
こ
の
ほ
か
、
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
最
先
端
科
学
を
対
象
と
し
て
い
る
研

究
機
関
も
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
、
視
察
団
長
の
ワ
ラ
ー
ポ
ン
・

プ
ッ
ク
パ
ン
ヤ
ー
ク
ン
人
材
育
成
部
長
は

「
教
師
、
生
徒
、
家
庭
、
地
域
の
す
べ
て
の

人
が
教
育
で
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
て

い
る
。
学
校
の
教
育
理
念
に
感
銘
を
受
け
た
。

実
際
の
教
育
現
場
を
視
察
で
き
、
と
て
も
有

意
義
だ
っ
た
。
も
っ
と
両
国
の
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

結
城
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
タ
イ
・
メ
ー

サ
イ
市
は
２
０
１
４
年
10
月
、
農
業
で
活
躍

す
る
２
人
を
結
城
市
に
派
遣
し
、
農
業
関
連

の
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
２
人
は
、

農
家
を
訪
問
し
て
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
ナ
シ
、

白
菜
な
ど
多
彩
な
農
家
を
視
察
。
農

産
物
直
売
所
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

２
人
は
土
づ
く
り
や
ご
み
分
別
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
感
心
、

「
タ
イ
に
戻
り
視
察
の
成
果
を
生
か

し
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
年

10
月
18
日
に
結

城
市
新
福
寺
の

け
や
き
公
園
で
開
か
れ
た
「
ふ
れ
あ

い
福
祉
の
つ
ど
い
」
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

が
海
外
に
寄
贈
す
る
救
急
車
を
展
示
。

救
急
車
は
、
か
つ
て
現
役
と
し
て
急

病
人
や
け
が
人
を
載
せ
て
搬
送
し
た

車
両
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
寄
贈
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
に
は
多
く

の

子

供

た

ち

が

乗

り

込

み

、

楽

し

ん

で

い

ま

し

た
。
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目的 この法人は、災害時における茨城県内の緊急医療

福祉支援体制の強化や県内の国際支援団体の育成、県内

在住の児童･青少年の健全な育成と国際理解の促進を図

る事業を行うことにより、災害に強い地域づくりや、多

様性のある活力にあふれた地域社会の創造に寄与するこ

とを目的とする。
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結城支店 店番号 021 口座種別 普通 口座番号 1514819

足利銀行

口座名 公益財団法人 茨城国際親善厚生財団

結城支店 店番号 302 口座種別 普通 口座番号 5024952

ゆうちょ銀行

口座記号番号 00170-2-600845

口座名 公益財団法人 茨城国際親善厚生財団

口座名カナ ザイ）イバラキコクサイシンゼンコウセイザイダン

ゆうちょ銀行以外からのお振り込み

店名 結城白銀 〇一九店(019)

預金種目 当座 口座番号 0600845

※当財団への寄附金は、個人所得税の申告で税額控除を受ける事

ができます。また、法人の場合は法人税法上の損金算入ができます。

IIFFinformationIIFFinformation
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「つくばスタイル」の学習を視察する視察団＝春日学園「つくばスタイル」の学習を視察する視察団＝春日学園

メーサイ市から農業視察メーサイ市から農業視察

ふれあい福祉のつどい
救急車を展示

ふれあい福祉のつどい
救急車を展示


